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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 251 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点
Ｈ１９ Ｈ２４

人／９ｈ
Ｈ１９ Ｈ２４

戸
Ｈ１９ Ｈ２４

ｍ
Ｈ１８ Ｈ２４

都道府県名 長崎県 島原市 島原市中心市街地地区

計画期間 交付期間 24

大目標：中心市街地における歴史と湧水を活かした観光・住環境の整備
　目標１：中心市街地において景観計画の策定や湧水路等の整備、支援により歴史と湧水を活かしたまちづくりを進める。
　目標２：中心市街地において景観に配慮した住環境の整備、観光拠点のネットワーク強化、商店街の活性化によりにぎわいを再生する。
　目標３：住宅密集地区（通称：船津地区）の生活基盤改善、高潮浸水対策により住環境の向上を図る。

・本市の中心市街地は、江戸時代より島原城の城下町として、島原半島の行政、経済、文化の中心的な役割を担ってきましたが、昨今の車社会の到来や社会状況の変革等により経済的衰退があらわれはじめ、特に平成２年の雲仙普賢岳噴火災害後
は商店街の低迷もあり、中心市街地の活性化が望まれております。
　本計画区域には、城下町としての面影が残され、各所に日本名水百選に指定された湧水群があり、これらの地域特性を活かしたまちづくりが望まれている。
　・昭和５３年度：武家屋敷通りを伝統的な町並みとして保存を図るため、地元町内会と「下の丁武家屋敷町並保存協定」を締結
　・昭和５９年度：地域住宅計画として「わが家でも水と緑のまちづくり」をスローガンとした「島原市ＨＯＰＥ計画」の策定
　・平成６年度　：中心市街地の活性化を図るため、地元商店街と住民が中心となって「島原中心市街地街づくり推進協議会」が発足
　・平成８年度　：住民との協働によるまちづくりとして「街なみ環境整備事業」に着手（平成１９年度末現在、７地区と協定を締結）
　・平成１３年度：「島原市中心市街地活性化基本計画」の策定

・本計画区域の南側に位置する、住宅密集地区（通称：船津地区）は、道路、公園、側溝等の生活基盤整備の遅れ、高潮時における道路の冠水、建物の床下浸水被害、老朽化した空家の増加などから
　消防活動困難地域の解消、高潮防災対策等による、安全で安心なまちづくに対する地元要望が強い。
　・平成１３年２月　：地元より、高潮防災対策についての要望書が市に提出される。
　・平成１４年１１月：白山地区町内会連絡協議会より、同上の要望書が市に提出される。
　

　　　・郊外の大型店舗進出等により低迷している中心市街地商店街の活性化。
　　　・住宅密集地区（通称：船津地区）の高潮防災対策の推進及び消防活動困難地域の解消

　　・島原市勢振興計画では、「火山とともに生きる湧水と歴史の国民公園都市」をめざし、歴史公園地区、水の文化公園地区に位置づけられており、基盤整備や修景整備を図ることとされている。
　　・島原都市計画マスタープランでは、景観、環境整備を進め、市の観光の拠点形成、にぎわいのある中心市街地の形成、湧水、歴史、自然環境を活かしたまちづくりを進める地区として位置づけられている。
　　　また、密集市街地の住環境の改善、防災性の向上が課題となっている。
  　・島原市地域防災計画では、住宅密集地区（通称：船津地区）は、高潮や台風による重大な浸水被害が懸念され、防災性の向上を進める地区として位置づけられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

3.0

２．商店街歩行者通行量 商店街における平日と休日をあわせた歩行者有効量調査
観光拠点とのネットワーク強化を示す指標として、商店街の歩行
者数を計る。（目標２）

851 950

１．中心市街地のアメニティに対す
る満足度

市民アンケート調査で中心市街地の景観や快適性につい
ての景観や快適性についての５段階評価の平均評価

中心市街地の快適性・景観の魅力の向上を示す指標として、市民
の満足度を計る。（目標１）

2.47

340

４．高潮道路冠水延長 密集市街地の道路等冠水延長の調査
高潮対策施設整備の効果を示す指標として、道路等冠水延長を
計る。　　　（目標３）

2,120 1,340

３．消火活動困難住宅戸数 密集市街地の消火活動困難住宅戸数の調査
消火活動施設整備の効果を示す指標として、消火活動困難住宅
戸数を計る。（目標３）

541



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（密集市街地の改善）
　　・防火水槽設置や道路整備により、消火活動困難地域の解消を図る。
　　・高潮対策の整備により、災害に強いまちづくりを進める。

・道路（基幹事業／高潮対策側溝等整備事業）
・地域創造支援事業（提案事業／防火水槽設置事業）

・武家屋敷や鯉の泳ぐまち通りについては、道路や水路の清掃へ住民が参加している情況であり、今後整備する湧水路等についても住民等の参加を図る。
・まちづくりの目標の達成度を検証するために、事業終了後の、まちづくりに関する市民の満足度、事業効果を検証する「事業成果等評価調査」を実施する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（歴史と湧水を活かしたまちづくり）
　　・武家屋敷や商家筋などの伝統的建造物等の保全、整備により歴史を活かしたまちづくりを進める。
　　・日本名水百選に指定された、市内各所に見られる湧水路の整備や支援により湧水を活かしたまちづくりを進める。
　　・景観計画を策定し、街並みを活かしたまちづくりを進める。

・既存建造物活用事業（基幹事業）
・街なみ環境整備事業（基幹事業）
・地域創造支援事業（提案事業／湧水路等整備事業、島原市湧水ネットワーク整備事業、街なみ
修景事業）
・事業活用調査（提案事業／景観計画・景観条例の策定、事業効果分析）

整備方針２（中心市街地の活性化）
　　・湧水路の整備や助成により観光客の増加を図り、中心商店街の賑わいを取り戻す。
　　・まちづくり推進協議会の活動を支援することにより、行政と地元の協働による、中心市街地の活性化を図る。

・道路（基幹事業／街路事業、歩道バリアフリー事業、排水性舗装整備事業）
・街なみ環境整備事業（基幹事業）
・地域創造支援事業（提案事業／湧水路等整備事業、島原市湧水ネットワーク整備事業、島原市観光ネット
ワーク整備事業）
・まちづくり活動推進事業（提案事業／まちづくり推進協議会の活動支援）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 島原市 直 Ｌ=280m H19 H24 H20 H24 1,000 950 950 950

島原市 直 Ｌ=750m H20 H24 H20 H24 70 70 70 70

島原市 直 Ｌ=62m H20 H20 H20 H20 2.6 2.6 2.6 2.6

島原市 直 Ｌ=450m H20 H23 H20 H23 27.5 27.5 27.5 27.5

島原市 直 Ｌ=330m H14 H23 H21 H23 28.9 28.9 28.9 28.9

島原市 直 Ｌ=84m H20 H20 H20 H20 2.1 2.1 2.1 2.1

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業 島原市 直 721.3㎡ ・ 1棟 H21 H22 H21 H22 84.9 84.9 84.9 84.9

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業 島原市 A=35.2ha H8 H24 H20 H24

小公園・緑地等 島原市 直 46㎡ H8 H24 H24 H24 177.3 1.2 1.2 1.2

道路美装化 島原市 直 644㎡ H8 H24 H21 H24 281.9 22.9 22.9 22.9

修景 民間 間 31棟 H12 H24 H20 H24 301.5 101.9 67.9 67.9

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,976.7 1,292.0 1,258.0 1,258.0 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

島原市 直 n=1箇所 H21 H21 H21 H21 2.0 2.0 2.0 2.0

民間 間 H20 H24 H20 H24 35.1 35.1 11.7 11.7

島原市 直 n=3基 H20 H24 H20 H24 13.9 13.9 13.9 13.9

島原市 直 n=30基 H21 H24 H21 H24 4.8 4.8 4.8 4.8

民間 間 8棟 H21 H24 H21 H24 36.0 36.0 24.0 24.0

島原市 直 － H20 H24 H20 H20 2.9 2.9 2.9 2.9

直 － H24 H24 H24 H24 4.5 4.5 4.5 4.5
島原中心市街地街づくり推進協
議会 間 － H6 H24 H20 H24 20.7 3.7 2.5 2.5

－

合計 119.9 102.9 66.3 66.3 …B
合計(A+B) 1,324.3

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

36.6

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

まちづくり推進協議会の活動支援 － 1.2

－

事業活用調
査

景観計画・景観条例の策定 －

事業効果分析 －

住宅密集地区

島原市観光ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業 島原市中心市街地地区

街なみ修景事業 武家屋敷地区 12.0

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

湧水路等整備事業 島原市中心市街地地区

島原市湧水ネットワーク整備事業 島原市中心市街地地区 23.4

防火水槽設置事業

34.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

34.0

島原中心部商店街地区

住宅市街地
総合整備
事業

四明荘

上新丁４号線

弁天町５号線

高島丁椿原線

外港大手広場線

浦田船津９号線

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

霊南山ノ神線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,324 交付限度額 530 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　島原市中心市街地地区（長崎県島原市） 面積 251 ha 区域

下川尻町の一部、湊町、白山町、中組町、栄町の一部、西八幡町、広馬場町、湊新地町、崩山町の一部、湖南町、八幡
町、坂下町、坂上町、元船津町、浦田二丁目、津町、浦田一丁目、蛭子町二丁目、有馬船津町、白土桃山二丁目、霊南
二丁目、　上の原二丁目の一部、上の原一丁目の一部、白土町、湊道二丁目、湊道一丁目、蛭子町一丁目、白土桃山一
丁目、霊南一丁目、寺町の一部、中堀町、弁天町一丁目、弁天町二丁目の一部、萩原一丁目の一部、加美町、桜町、堀
町、万町、　新町一丁目、新町二丁目、高島二丁目の一部、高島一丁目の一部、萩原二丁目の一部、上新丁一丁目の一
部、上新丁二丁目の一部、上新丁三丁目の一部、下新丁、北原町、新建、浦の川、古丁、今川町、城西中の丁、下の丁、
江戸丁、城内一丁目、　上の町、中町、片町の一部、南柏野町の一部、桜門町の一部、城内二丁目の一部、城内三丁目
の一部、北門町の一部、先魁町、宮の町の一部、田町の一部、新馬場町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

【図面作成上の留意点】

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都
計の場合は、適宜下図を作成すること。
・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず
スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、

地区名、区域面積を記入すること。
・地区の相対的な位置関係が明確になるように、
国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー
クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ
いては、必ず図示すること。
・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必
ず凡例を記入すること。

【記入要領】
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。

例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部

島原道路

国道５７

国道２５１号

島原中心市街地地区(251ha)

島原鉄道
島原城

島原駅

島原市役所

島原振興局



中心市街地のアメニティに対する満足度 （　点　） 2.47 （１９年度） → 3.0 （２４年度）

商店街歩行者通行量 （人/9h） 851 （１９年度） → 950 （２４年度）

消火活動困難住宅戸数 （　戸　） 541 （１９年度） → 340 （２４年度）

　島原市中心市街地地区（長崎県島原市）　整備方針概要図

目標 中心市街地における歴史と湧水を活かした観光・住環境の整備
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例
■基幹事業
＜街なみ環境整備事業＞
島原中心部商店街地区

□提案事業
＜事業活用調査＞
景観計画・景観条例の策定

□提案事業
＜まちづくり活動推進事業＞
まちづくり推進協議会の活動支援

■基幹事業
＜道路＞
・弁天町５号線
・高島丁椿原線
･外港大手広場線

□提案事業
＜地域創造支援事業＞
島原市湧水ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業

□提案事業
＜地域創造支援事業＞
湧水路等整備事業

□提案事業
＜地域創造支援事業＞
防火水槽設置事業

■基幹事業
＜道路＞
上新丁４号線

都市再生整備計画区域

中心市街地活性化区域

街なみ環境整備事業促進区域

住宅密集地区（通称：船津地区）

凡 例

□提案事業
＜地域創造支援事業＞
島原市観光ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業

外港大手広場線

高
島
丁
椿
原
線

弁
天
町
５
号
線

■基幹事業
＜道路＞
・浦田船津９号線

■基幹事業
＜既存建造物活用事業＞
四明荘

□提案事業
＜地域創造支援事業＞
街なみ修景事業
（武家屋敷地区）

■基幹事業
＜道路＞
３・４・２霊南山ノ神線

街なみ修景事業地区

□提案事業
＜事業活用調査＞
事業効果分析


